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成
25
年
度
及
び
平
成
26
年
度
で
調

査
し
た
と
こ
ろ
だ
が
、
平
成
25
年

度
で
は
、
調
査
対
象
を
、
貯
水
量

千
立
方
メ
ー
ト
ル
以
上
、
受
益
面

積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
、
農
外
被

害
が
概
ね
４
千
万
円
以
上
が
考
え

ら
れ
る
た
め
池
の
耐
震
調
査
を
実

施
し
、
平
成
26
年
度
で
は
、
受
益

面
積
２
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
た
め

池
の
一
斉
点
検
を
実
施
し
た
。

　

ま
た
、
改
修
工
事
計
画
に
つ
い

て
は
、そ
の
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、

緊
急
性
の
高
い
た
め
池
に
は
、
整

備
計
画
を
作
成
し
改
修
工
事
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　

平
成
25
年
度
及
び
平
成
26

年
度
に
実
施
し
た
た
め
池
の

調
査
結
果
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　
調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
。

た
め
池
の
保
全
管
理
に
つ
い
て

問
　

滑
川
町
に
は
、
大
小
合
わ

せ
て
２
０
０
カ
所
以
上
の
た

め
池
が
あ
り
、
こ
の
た
め
池
を
利

用
し
て
町
特
有
の
谷
津
田
米
が
作

ら
れ
、
た
い
へ
ん
美
味
し
い
と
好

評
を
得
て
い
る
。
し
か
し
、
た
め

池
の
中
に
は
、
長
期
間
に
わ
た
っ

て
保
全
管
理
さ
れ
て
い
な
い
非
常

に
危
険
な
た
め
池
が
あ
り
、
早
急

な
改
修
工
事
が
望
ま
れ
る
。

　

そ
こ
で
、
町
内
の
た
め
池
の
管

理
状
況
及
び
危
険
な
た
め
池
の
改

修
工
事
計
画
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　
た
め
池
の
管
理
に
つ
い
て

は
台
帳
で
管
理
し
、
通
常
の

管
理
は
、
各
水
利
組
合
に
お
願
い

し
て
い
る
。

　

な
お
、
危
険
な
た
め
池
は
、
平

瀬上　邦久　議員

伊
古
地
内
道
路
改
良
工
事
の

進
捗
状
況

問
　

伊
古
地
内
の
町
道
１
０
３

号
線
は
、
滑
川
町
か
ら
嵐
山

町
方
面
に
通
じ
る
重
要
な
幹
線
道

路
で
あ
り
、
こ
の
道
路
の
早
期
完

成
を
地
元
住
民
は
も
と
よ
り
、
多

く
の
町
民
の
皆
様
が
待
ち
望
ん
で

い
る
。

　

こ
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
平
成

25
年
度
か
ら
平
成
29
年
度
ま
で
の

５
カ
年
の
継
続
事
業
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　
道
路
の
整
備
計
画
は
、
総

延
長
１
５
０
０
ｍ
、
車
道
部

２
車
線
、
片
側
歩
道
の
道
路
規
格

で
工
事
を
進
め
て
い
る
。
平
成
25

年
度
及
び
平
成
26
年
度
は
、
嵐
山

緊急性の高い順に整備する

谷津田米に欠かせない
ため池の保全管理は

町
行
政
界
か
ら
伊
古
山
田
地
区
ま

で
の
区
間
を
施
工
し
、
平
成
27
年

度
は
、
伊
古
の
里
付
近
の
工
事
が

進
ん
で
い
る
。
今
年
度
ま
で
の
工

事
区
間
は
、
車
道
、
歩
道
と
も
ア

ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事
ま
で
完
了

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
工
事
の
完
成
に
向
け
て
今

後
の
見
通
し
は
。

答　
今
後
、
国
の
補
助
金
等
の

動
向
に
も
よ
る
が
、
当
初
の

計
画
ど
お
り
平
成
29
年
度
の
完
成

は
現
段
階
で
は
、
大
変
厳
し
い
状

況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
の
道
路
は
滑
川
町

か
ら
嵐
山
町
に
ア
ク
セ
ス
す
る
重

要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
今
後
、

で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
完
成
で

き
る
よ
う
進
捗
を
図
り
た
い
。

豪雨に対する調査結果
◦早急な整備の優先度が高い ８カ所
◦早急な整備が望まれる 19カ所
◦整備の緊急性は低い 85カ所

地震に対する調査結果
◦早急な整備の優先度が高い 23カ所
◦早急な整備が望まれる 41カ所
◦整備の緊急性は低い 48カ所

改修工事が望まれる谷津沼

早期完成が望まれる町道１０３号線
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成
人
向
け
屋
外
健
康
遊
具
に
つ
い
て

　

滑
川
町
で
は
健
康
づ
く
り
行
動

計
画
な
ど
を
元
に
、
健
康
福
祉
課

や
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
が
色
々

と
健
康
行
事
を
計
画
し
、
大
変
役

立
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
健
康
づ
く
り
課
で
は
、

「
み
ん
な
が
健
康
で
長
寿
の
町
」

づ
く
り
の
団
体
に
認
定
し
た
グ

ル
ー
プ
に
対
し
て
は
補
助
金
を
支

給
し
て
お
り
、
組
織
の
一
会
員
と

し
て
感
謝
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
高
齢
化
が
進
む
中
、
当

町
に
転
入
し
た
方
、
地
域
に
馴
染

ま
な
い
方
、
団
体
活
動
の
苦
手
な

方
な
ど
は
、
健
康
づ
く
り
か
ら
取

り
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
よ
う
に

思
う
。

　

最
近
の
テ
レ
ビ
報
道

で
は
、
公
園
に
健
康
遊

具
を
設
置
し
た
と
こ

ろ
、
大
勢
の
利
用
者
が

活
用
し
健
康
づ
く
り
に

努
め
、
自
治
体
の
医
療

費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
延
焼
を

未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
。

問　
そ
こ
で
、
住
宅
密
集
地
区

で
希
望
す
る
自
主
防
災
組
織

に
放
水
セ
ッ
ト
の
支
給
や
補
助
金

に
つ
い
て
う
か
が
う
。

答　
初
期
消
火
は
火
災
を
最
小

限
に
と
ど
め
る
た
め
重
要
と

考
え
て
い
る
。
消
火
栓
の
圧
力
に

よ
り
放
水
す
る
仕
組
み
で
密
集
地

や
山
間
部
で
活
用
さ
れ
て
い
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
住
宅
密
集

地
で
の
消
火
活
動
は
ホ
ー
ス
を
連

結
す
る
こ
と
で
対
応
し
て
い
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
放
水
セ
ッ
ト
の
支

給
や
補
助
金
の
予
定
は
な
い
が
、

不
慣
れ
な
方
が
使
用
す
る
と
事
故

や
危
険
を
伴
う
。
設
置
利
用
に
つ

い
て
は
今
後
慎
重
に
研
究
を
し
て

い
く
。

消
火
栓
利
用
の
放
水
セ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

滑
川
町
地
域
防
災
計
画
に
よ
る

と
、
地
震
被
害
想
定
で
は
、
最
も

大
き
い
震
度
予
測
は
深
谷
断
層
を

震
源
に
し
た
も
の
で
、
震
度
６
・７

と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

　

火
災
の
被
害
予
測
で
は
、
家
屋

の
密
集
度
が
低
い
た
め
延
焼
の
危

険
性
が
少
な
い
と
予
測
さ
れ
て
い

る
。
し
か
し
、
六
軒
・
月
の
輪
・

み
な
み
野
地
区
等
は
、
住
宅
の
密

集
地
域
で
あ
り
、
特
に
六
軒
地
区

は
消
防
車
が
入
る
こ
と
が
で
き
な

い
地
区
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
こ
れ
ら
の
地
区
に
火
災
が

発
生
す
れ
ば
延
焼
の
可
能
性
が
極

め
て
高
く
、
消
防
車
の
台
数
も
限

ら
れ
大
火
災
に
発
展
す
る
恐
れ
が

あ
る
。

　

よ
っ
て
、
自
主
防
災
組
織
が
初

期
消
火
用
の
消
火
器
を
設
置
し
て

い
る
地
区
も
あ
る
が
、
直
接
消
火

栓
か
ら
の
「
放
水
器
具
」
を
設
置

菅間　孝夫　議員

問　
そ
こ
で
町
内
に
健
康
遊
具

の
設
置
は
あ
る
か
。
ま
た
、

高
齢
者
の
多
い
地
区
の
公
園
に
遊

具
を
設
置
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

答　
平
成
27
～
29
年
度
３
カ
年

計
画
の
中
に
は
健
康
遊
具
は

な
い
。
現
在
町
内
の
公
園
に
は
な

い
が
、
谷
津
の
里
の
健
康
ロ
ー
ド

と
森
林
公
園
駅
近
く
の
緑
道
下

（
県
管
理
）
に
は
あ
る
。

　

確
か
に
、
人
間
一
人
ひ
と
り
に

個
性
が
あ
る
。
一
人
で
も
健
康
づ

く
り
に
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
、

設
置
に
つ
い
て
各
課
・
局
と
協
議

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

設置利用について慎重に
研究していきたい

住宅密集地に消火用放水
器具の設置計画は

近隣住宅地のホース格納箱

森林公園駅近くの緑道下健康遊具
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答　
国
営
武
蔵
丘
陵
森
林
公
園

の
用
地
買
収
に
伴
い
、
従
来

の
公
図
上
の
道
路
に
代
わ
る
連
絡

道
と
し
て
確
保
し
た
経
緯
が
あ
る
。

問
　

補
助
事
業
の
場
合
、
工
事

費
が
概
算
で
約
１
億
円
と
の

こ
と
だ
が
、道
路
の
規
格
構
成
は
。

答　
車
道
部
２
車
線
、
片
側
に

歩
道
設
置
、
幅
員
は
路
肩
を

含
め
７
・
２
５
ｍ
、
歩
道
部
２
・
５

ｍ
、
全
幅
員
９
・
７
５
ｍ
で
整
備

し
た
場
合
の
概
算
額
と
な
る
。

問
　

安
全
対
策
の
整
備
手
法

は
。

答　
現
道
の
一
部
を
ポ
ス
ト

コ
ー
ン
ま
た
は
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
等
で
区
分
し
、
通
行
ス
ペ
ー
ス

を
整
備
す
る
の
が
、
コ
ス
ト
面
や

工
期
等
を
考
え
る
と
比
較
的
実
施

し
や
す
い
整
備
手
法
と
考
え
る
。

歩
道
整
備
に
つ
い
て

　

こ
の
道
路
は
、
県
道
と
き
が
わ

熊
谷
線
と
福
田
鴻
巣
線
を
結
ぶ
町

道
（
２
０
８
号
線
）
で
、
朝
夕
の

時
間
帯
に
は
抜
け
道
と
な
っ
て
お

り
交
通
量
も
多
い
。
ま
た
、
通
学

路
で
あ
り
、
子
供
た
ち
の
安
全
が

脅
か
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
、
地
元

区
長
か
ら
歩
道
整
備
に
関
し
、
要

望
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

問
　

歩
道
整
備
に
関
し
、
ど
の

よ
う
な
検
討
が
さ
れ
た
か
。

答　
現
地
調
査
を
行
い
、
現
況

を
確
認
し
て
い
る
。
現
時
点

で
は
補
助
事
業
で
の
整
備
は
難
し

い
。
当
面
、
単
独
費
に
よ
る
整
備

と
な
る
が
、
こ
れ
も
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。コ
ス
ト
面
等
考
慮
し
て
、

安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

県
道
福
田
鴻
巣
線
に
接

続
す
る
一
部
区
間
の
整
備
さ

れ
て
い
な
い
経
緯
は
。

吉田　文夫　議員

要
望

　

将
来
の
滑
川
を
担
う
子
供
た
ち

の
た
め
、
早
期
に
安
全
対
策
に
取

り
組
む
よ
う
要
望
す
る
。
ま
た
、

森
林
公
園
側
と
も
引
き
続
き
交
渉

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

町
の
防
災
対
策
は

　

災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
き
て
も

お
か
し
く
は
な
い
。
町
の
非
常
体

制
、ま
た
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
は
。

問　
非
常
時
に
お
け
る
職
員
の

動
員
数
は
。

答　
即
時
参
集
可
能
な
人
員

は
、
全
体
の
８
割
程
度
の
約

現在の道路を利用した安全
対策を図りたい

子供たちの安全を
第一義に

１
０
０
人
を
見
込
む
。

問　
夜
間
等
非
常
時
の
防
災
訓

練
の
実
施
は
。

答　
今
後
、
様
々
な
状
況
下
に

お
け
る
訓
練
の
実
施
を
検
討

す
る
。

問　
事
業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）

の
策
定
は
。

答　
地
域
防
災
計
画
に
あ
わ
せ

策
定
中
で
あ
り
、
年
度
内
に

完
了
予
定
で
あ
る
。

問　
職
員
へ
の
周
知
徹
底
は
。

答　
全
職
員
対
象
の
研
修
会
や

定
期
的
な
新
人
研
修
等
で
周

知
す
る
。

通学風景

町道２０８号線と未整備道路
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治
、
大
正
、
昭
和
と
農
家
の
現
金

収
入
源
と
し
て
、
重
要
な
産
業
で

あ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
後
の
合
成

繊
維
の
発
展
と
中
国
な
ど
の
安
価

な
絹
製
品
に
押
さ
れ
、
衰
退
し
て

き
て
い
る
。
現
在
、
滑
川
町
で
、

養
蚕
業
に
従
事
し
て
い
る
農
家
は

少
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
滑
川
町

の
大
事
な
産
業
で
あ
り
、
文
化
で

あ
る
。
滑
川
町
の
養
蚕
業（
技
術
）

の
現
状
と
今
後
の
保
護
・
育
成
に

つ
い
て
う
か
が
い
た
い
。

は
、
平
成
29
年
度
か
ら
、
十
三
塚
、

み
な
み
野
地
区
の
区
域
外
通
学
児

童
が
宮
前
小
に
通
う
こ
と
に
な

り
、
み
な
み
野
、
十
三
塚
、
都
地

区
の
児
童
の
通
学
時
間
の
現
状
も

考
慮
し
、
滑
川
町
長
時
間
通
学
児

童
の
実
態
と
今
後
の
対
応
に
つ
い

て
う
か
が
い
た
い
。

答　
８
月
３
日
、
小
中
学
校
通

学
検
討
委
員
会
を
開
催
し

た
。
北
部
地
区
で
４
㎞
以
上
の
通

学
者
は
５
名
、
み
な
み
野
・
十
三

塚
地
区
に
は
４
㎞
以
上
の
該
当
者

は
い
な
い
が
、
現
在
通
学
し
て
い

る
１
１
４
名
と
北
部
地
区
の
５
名

を
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
し
た
場
合
、

年
間
約
１
億
２
６
０
０
万
円
か
か

る
と
見
積
り
が
で
て
お
り
、
現
実

的
で
は
な
い
。
ま
た
新
設
校
は
、

宮
前
小
が
31
学
級
を
超
え
な
い
限

り
補
助
金
の
対
象
に
な
ら
ず
難
し

い
。問　

長
時
間
通
学
児
童
へ
の

対
応
は
。

答　
通
学
路
の
整
備
を
進
め
て

い
く
。

養
蚕
業
の
保
護
・
育
成
を

問　
昨
年
の
６
月
、
ユ
ネ
ス
コ

の
世
界
遺
産
委
員
会
は
、「
富

岡
製
糸
場
と
絹
産
業
群
」
を
世
界

遺
産
に
登
録
す
る
こ
と
を
決
め

た
。
国
内
で
、
近
代
以
降
に
つ
く

ら
れ
た
産
業
施
設
の
登
録
と
し
て

は
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。
滑
川

町
に
お
い
て
も
、
養
蚕
業
は
、
明

長
時
間
通
学
児
童
の
実
態
は

問　
今
年
、１
月
29
日
付
け
で
、

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等

教
育
分
科
会
か
ら
示
さ
れ
た
「
公

立
小
学
校
・
中
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
等
に
関
す
る
手
引
～
少

子
化
に
対
応
し
た
活
力
あ
る
学
校

づ
く
り
に
向
け
て
～
」
の
中
で
、

「
通
学
時
間
の
考
え
方
」
が
示
さ

れ
、
通
学
時
間
は
、「
お
お
む
ね

１
時
間
以
内
」
を
一
応
の
目
安
と

し
た
上
で
、各
市
町
村
に
お
い
て
、

地
域
の
実
情
や
児
童
生
徒
の
実
態

に
応
じ
て
１
時
間
以
上
や
１
時
間

以
内
に
設
定
す
る
こ
と
の
適
否
も

含
め
た
判
断
を
行
う
こ
と
が
適
当

と
し
て
い
る
。
特
に
、
小
学
校
に

お
い
て
は
、
通
学
距
離
や
時
間
を

検
討
す
る
上
で
、
低
学
年
児
童
と

高
学
年
児
童
と
の
体
力
の
違
い
も

考
慮
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
指

摘
し
て
い
る
。
滑
川
町
に
お
い
て

上野　廣　議員

答　
現
在
、
滑
川
町
の
農
家
２

軒
が
、
小
規
模
な
養
蚕
業
を

継
続
し
て
い
る
。
滑
川
町
に
と
っ

て
歴
史
あ
る
大
事
な
産
業
で
あ

り
、
文
化
で
あ
る
。
伝
統
・
文
化

を
守
る
と
い
う
観
点
で
、
現
在
経

営
中
の
農
家
を
支
援
す
る
中
で
、

小
学
生
の
飼
育
体
験
、
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
活
用
等
工
夫

し
、飼
育
を
継
続
し
、技
術
を
守
っ

て
い
き
た
い
。

通学路の整備を進めていく

長時間通学児童への対応は

今年も秋繭がたくさんできました！（羽尾地内）
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編
集
後
記

　

暑
い
日
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
朝
夕
は

さ
わ
や
か
で
過
ご
し
や

す
い
日
々
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
九
月
は
台
風

の
多
発
す
る
季
節
で
あ

り
、
最
近
で
は
台
風
か

ら
遠
く
離
れ
て
い
て
も

線
状
降
水
帯
の
発
生
に

よ
り
、
同
じ
地
域
で
新

し
い
雲
が
次
々
と
発
生

し
て
、
大
雨
に
よ
る
河

川
の
氾
濫
、
土
砂
災
害

が
日
本
各
地
で
お
き
て

い
ま
す
。

　

滑
川
町
で
も
９
月
９

日
、
市
野
川
上
流
に
強

い
雨
が
降
り
、
堤
防
を

越
水
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
台
風
の
接
近
に
あ

た
っ
て
は
注
意
が
必
要

で
す
。

　

広
報
委
員
会
で
は
、

議
会
だ
よ
り
を
町
民
の

皆
様
と
議
会
の
か
け
橋

と
し
て
、
わ
か
り
や
す

い
紙
面
に
と
心
が
け
て

い
ま
す
。
読
後
の
ご
感

想
、
ご
意
見
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。（高

坂
清
二
）

この広報は、再生紙を使い、議員の自主編集で発行しています。

埼玉県町村議会議員研修会埼玉県町村議会議員研修会埼玉県町村議会議員研修会埼玉県町村議会議員研修会埼玉県町村議会議員研修会埼玉県町村議会議員研修会

滑川町・東庄町との災害時相互応援滑川町・東庄町との災害時相互応援滑川町・東庄町との災害時相互応援
協定の締結・調印式が行われる　　協定の締結・調印式が行われる　　協定の締結・調印式が行われる　　

全国町村議会議長会全国町村議会議長会全国町村議会議長会全国町村議会議長会全国町村議会議長会全国町村議会議長会
広報研修会　　　　広報研修会　　　　広報研修会　　　　

滑川町敬老会滑川町敬老会滑川町敬老会 滑川幼稚園運動会滑川幼稚園運動会滑川幼稚園運動会
　
社
会
福
祉
法
人
・
滑
川
町
社
会
福
祉
協

議
会
主
催
の
滑
川
町
敬
老
会
が
10
月
14
日

（
水
）〜
16
日（
金
）の
３
日
間
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　10 月3日（土）にさわやかな秋空の下、大勢
の保護者が観戦するなか、滑川町総合グラウン
ドで園児の皆さんが元気よく頑張りました。

　10 月20日（火）吉見町民会館（フレサよしみ）において「いのち
をはぐくむ食と農」と題して、講演が行われました。

　10月22日（木）、千葉県東庄町にて滑川町執行部と滑川町議会
も出席し、厳粛のうちに両町との災害時相互応援協定の締結・
調印式が執り行われました。

　10月20日（火）、砂防会館（シェーンバッハ・
サボー）において広報研修会が行われました。


